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本
銀
行
が
釧
路
に
初
め
て
派
出
所
を

開
設
し
た
の
は
明
治
二
十
六
年
四
月
。
そ

の
後
、
明
治
三
十
一
年
十
二
月
、
根
室
派

出
所
と
と
も
に
廃
止
と
な
る
が
、
戦
後
、

道
東
地
区
の
経
済
開
発
が
重
要
視
さ
れ
、

地
元
の
強
い
誘
致
運
動
も
あ
っ
て
、
昭
和

二
十
五
年
、
釧
路
支
店
設
置
が
決
定
し
た
。

釧
路
川
河
畔
、
幣
舞
ぬ
さ
ま
い

橋
の
袂
に
あ
る
現
店

舗
は
、
銀
行
建
築
の
第
一
人
者
・
西
村
好

時
氏
の
設
計
に
よ
り
建
設
、
二
十
七
年
九

月
に
竣
工
、
同
年
十
月
一
日
、
業
務
を
開

始
し
た
。
周
辺
に
は
、
北
海
道
三
大
名
橋

の
一
つ
と
呼
ば
れ
欄
干
に
彫
刻
「
四
季
の

像
」
を
配
す
る
幣
舞
橋
や
、
木
立
に
囲
ま

れ
た
出
世
坂
、
四
季
の
花
々
で
彩
ら
れ
た

花
時
計
が
あ
り
、
釧
路
の
代
表
的
な
美
し

い
景
観
と
さ
れ
る
。
同
店
の
建
物
も
そ
れ

に
貢
献
し
た
い
と
、
霧
の
幣
舞
橋
に
も
映

え
る
よ
う
外
壁
の
お
色
直
し
を
行
い
、
長

年
、
市
民
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

残
念
な
が
ら
、
五
五
年
の
歳
月
で
老
朽
化

が
進
み
、
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
三

年
後
に
幸
町
の
再
開
発
地
区
に
移
転
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

表
紙
の
こ
と
ば
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